
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和７年度第１回滋賀県がん診療連携協議会 緩和ケア推進部会 

開 催 日 時 令和７年７月17日（木）18時00分～19時30分 

開 催 場 所 滋賀県立総合病院 本館４階 講堂 

出 席 者 （※敬称略） 

滋賀県立総合病院 花木 宏治 

滋賀医科大学医学部附属病院 醍醐 弥太郎 

滋賀医科大学医学部附属病院 西川 誠人 

大津赤十字病院 （代理）堀井 

滋賀県立総合病院 東出 千鶴 

滋賀県立総合病院 冨永 千鶴 

公立甲賀病院 岡垣 哲弥 

公立甲賀病院 中田 雅子 

彦根市立病院 秋宗 美紀 

市立長浜病院 宮﨑 恵子 

高島市民病院 天野 明美 

市立大津市民病院 津田 真 

市立大津市民病院 （代理）杉江 

淡海医療センター 堀 泰祐 

済生会滋賀県病院 権 哲 

近江八幡総合医療センター 木本 美由紀 

長浜赤十字病院 丹後 泰久 

東近江総合医療センター （代理）宮城 

ヴォーリズ記念病院 奥野 貴史 

ヴォーリズ記念病院 谷川 弘子 

岩本整形外科 岩本 貴志 

滋賀県歯科医師会 石原 靖久 

滋賀県看護協会 川口 宏斗 

滋賀県歯科衛生士会 溝井 敬子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 八木 政廣 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 奥井 さよ子 

滋賀県健康しが推進課 時田 幸世 

滋賀県立総合病院 南 芽似 

【事務局】  

滋賀県立総合病院 岩田 里織 
 

欠 席 者 （※敬称略） 

大津赤十字病院 石戸谷 哲 

彦根市立病院 黒丸 尊治 

市立長浜病院 田久保 康隆 

高島市民病院 髙橋 有和 

滋賀県医師会 堀出 直樹 

滋賀県薬剤師会 金澤 重幸 
 

議 事 概 要 【審議・報告事項】  

１．令和７年度の部会員変更について 

 

 

２．緩和ケア推進部会のスケジュール等について 

 アクションプランシートおよびＰＤＣＡチェックリストを用いて緩和ケア推進部会の



 

スケジュールを説明。昨年度同様の緩和ケアの推進に向けた事業を実施予定。 

在宅療養手帳を参考に、地域連携のためのクリニカルパスはシンプルに統一できるよ

うに形を作っているところ。直近の７か月で守山市15件、野洲市47件、守山野洲医師会管

内で計62件実用されたと聞いている。草津栗東医師会管轄内では同期間に18件実用され

た。在宅療養手帳を配られた方には緩和ケアの簡単な紹介・情報提供ができたと思ってい

る。 

 

 

３．滋賀県緩和ケア研修会の実施状況について 

＜第１回：大津赤十字病院＞ 

６月14日（土）開催。参加者34名（医師26名、看護師４名、薬剤師４名）。アンケート

回答率は100%。医師はほとんどが研修医。 

 

●開業医からの参加は０名という状況。開業医の方の参加も増やしたいと考えているの

で、検討課題。 

 

●院内募集としているが、コロナの影響も少なくなってきたので、今後は院外の募集も進

めてはどうか。 

 →今後検討する。 

 

＜第２回：公立甲賀病院＞ 

 ６月15日（日）開催。参加者18名（医師・歯科医師９名、それ以外９名）アンケート回

答率は100%。研修医や医師の構成をみてグループワークのやり方を検討。開業医はいなか

った。 

 

●開業医の研修会の参加について、開業医はそれぞれの意識の高さレベルが異なってい

ると思う。意識の高い開業医はすでに研修を受け切ってしまったのかなという印象が

ある。研修医向けの研修会としてはもちろん、更新制度を作ることで再度受講できて知

識のアップデートも見込めるのではないかと思う。 

→ 

e-learningは研修会修了後も最新版にアクセスできるので、各自利用してほしい。未受講

者の一部には「知ってるつもり」の方も散見されるので、やはり受講を継続して推奨願

いたい。 

 

●当研修会は、滋賀県では臨床経験１年目以上の方を対象として内規を決めており、１年

目の医師が複数受講申込していた。→誤解が生じないよう案内方法を修正した 

 

４．看護師対象研修会（ELNEC-J研修会）について 

 来年度に向けた提案あり。 

１つ目、11月最終の土曜日＋12月最初の土曜日に開催。滋賀県立総合病院と県内開催施

設をZOOM接続（ハイブリッド開催）、ライブでの講義視聴＋対面ワークの形式。日本緩和

医療学会HP掲載「開催ハンドブック」の規定に沿って実施。 

２つ目、滋賀県緩和ケア推進部会事務局から、県内の地域がん診療連携拠点病院、地域

がん診療病院、滋賀県地域がん診療連携支援病院へ研修開催の案内および協力依頼を行

う。各施設からの返答をもって、開催施設を決定する。 

３つ目、滋賀県緩和ケア推進部会事務局から、滋賀県内のELNEC-J指導者の所属施設へ

ELNEC-J指導者・ファシリテーター・協力員（事務担当者）参加協力のお願いと参加可否

返答送付依頼を行う。各施設にてELNEC-J指導者・ファシリテーター・協力員（事務担当

者）の参加可否を取りまとめの上、滋賀県緩和ケア推進部会事務局へFAXで返答をもらう。 

参加の返事をもらったELNEC-J指導者・ファシリテーター・協力員（事務担当者）へ、後

日、所属施設を通して依頼文を送付する。 

 



 

●ELNEC-J研修会は県内の看護師の協力があって開催してきた経過があるが、今後は部会

事業の１つとして講師の依頼等進めていきたいと考えている。今後そのような実施方

法で不便な点等生じることがあればご意見いただきたい。 

 

 

５．世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座について  

 毎年10月の第2土曜日を世界ホスピス緩和ケアデーとして、その前後にホスピス緩和ケ

ア関連施設や団体が、様々なイベントを開催しており、その一環で実施する県民公開講座

を今年も予定している。９月23日（火・祝）に、甲賀市にある甲南情報交流センター忍の

里プララにて、看護師でもあり僧侶でもある玉置妙憂氏に講演してもらう。 

 

 

６．滋賀県緩和ケアチーム研修会について 

 10月26日（日）に集合型の研修で予定。県内診療連携拠点病院の緩和ケアチームのため

の研修会。資料はでき次第共有したいと思う。詳しいことが分かれば部会で報告する。 

 

●研修会はクローズな印象がある。今まで参加した人しか参加できない研修会になって

いると思うのだが、ICUやHCU等、様々な部署とつながりもあると思うので、拠点病院以

外の緩和ケアチームも参加できるオープンな研修にしてもいいのではないか。 

 →頂いた意見は今後反映していきたいと思う。滋賀県として適切な形を見出していけ

ればいいのではないかと思う。 

 

 

７．情報共有について地域連携パスについて 

 ①緩和ケア病棟の運営に関する情報共有 ②研修会の実施状況 随時把握できるよう

お互いの情報共有を目的にネットでアクセスが可能なデータを作っている。 

①はオープンな内容ではなく、緩和ケア病棟の管理者同士で、それぞれの病院が何をや

っているのかを見える化しており、コロナをきっかけに作ったもの。現在は特定の人だけ

での共有としているが、広く共有を、ということになれば、共有する情報は考えていきた

い。 

 

●医師会とその管内の病院で情報共有できるようになれば連携もスムーズになるのでは

ないかと思う。 

 →どういう情報を共有するかは検討したいと思う。 

 

●国のほうから、がん患者に対しての神経ブロック等の情報を共有してほしいという通

知があった。滋賀県のほうでもたたき台を作っているが、県内でどこがやっているか分

からないのが現状。 

→麻酔科医がどれくらいいるかも把握できていないと思う。 

 

●神経ブロック云々も大事だが、がんの治療の段階で緩和ケアの理解を深めていく必要

があると思う。 

 

●ブロック注射等の理解はそこまで進んでいない気がする。それよりも、がんと診断され

たあとの精神的なケアを大事にしていただきたい。 

 

●疼痛をどう抑えるのかの仕組みはよく分からないので、ドクターにお任せの状態。 

 →情報が出そろったら当院のホームページでも公表していくので、情報共有は引続き

努めていきたい。 

 

●神経ブロックが必要な方は10％程いると言われている。神経ブロックを専門としてい

る先生が「神経ブロックが必要」と判断しても、これから治療をする患者に対して消化



 

器内科や循環器内科の先生が、「これから神経ブロックをしていこう」と進めるには圧

倒的に情報が少ない、と感じていると思う。 

 →医師の入れ替わりも激しいので、すべての情報は共有できていないと思う。分りやす

い適応判断、紹介のシステム作りが必要 

 

●痛みに対して、各院の緩和ケアチームが相談を受けるようなシステムができていると

思うので、この先生に頼んだらお願いできる、というところまで情報共有が進むように

なればと思う。 

 

●各病院で持ち帰って何らかのアクションを起こしてもらえればより一層緩和ケアの推

進につながると思う。 

 

●佐賀や熊本とネットワークをつないで、全国規模に広げてはどうか。県内のペインクリ

ニック界隈の専門医は20名弱で、神経破壊ができるペインクリニシャンとそうでない

ペインクリニシャンがいる。おそらく、それができる医者は実質県内に２名ほどしかい

ないのではないかと思う。技術的には５名くらいかもしれない。 

 

●神経ブロックのワーキンググループを立ち上げていきたい。WG長は済生会滋賀県病院

の権先生を推奨する（花木医師）→承諾（権医師） 

 WGで具体的方略を検討していきたい。 

 

 

８．滋賀県健康医療福祉部からの連絡事項 

 令和６年度から第４期のがん計画が進められているところ。緩和ケアの分野について

もいくつか評価指標が設定されており、令和８年度に中間評価実施予定。今年度は、がん

患者団体連絡協議会と連携し、がん患者のアンケート調査を行っている。 

 

 

９．滋賀県がん患者団体連絡協議会からの連絡事項 

本年11月に講演会や、がん教育に関する講座も開催を予定している。 

 

 

10.その他情報提供 

●７月27日に湖北がんフォーラムを実施予定。場所は長浜文化芸術ホール、当日受付も行

っている。また、９月４日（木）、医療従事者を対象に生涯教育勉強会を実施予定。が

ん患者の意思決定の支援について学べる機会としている。 

 

● 

 

そ の 他  

 以上のとおり報告します。 

令和 ７年 ７月１７日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

   緩和ケア推進部会 部会長 花木 宏治 


